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（3）野幌原始林の本質的価値 

１ 指定当時の本質的価値 

 指定時（1921 年）の本質的価値を構成する要素 

  ①石狩平野に遺存する唯一の原生的な森林 

  ②トドマツを含む針葉樹と広葉樹からなる森林 

 

 野幌原始林の 1921 年（大正 10 年）の天然紀念物指定時には、指定基準として「植物」の「（二）

代表的原始林、稀有の森林植物相」が挙げられています。これは同時期に道内で指定された「円山原

始林」「藻岩原始林」（札幌市）、「登別原始林」（登別市）などと同じ項目です。そして、指定時

に行われた三好学博士の調査をもとに、石狩平野に遺存する唯一の原始林であることや、国内に残る

代表的な原始林の一つであることが指定理由として挙げられました。 

 また、野幌原始林の森林の様子として、針葉樹ではトドマツがもっとも多く、広葉樹ではハリギリ、

カツラ、ミズナラ、シナノキ、イタヤカエデ、ホオノキが多いこと、これらの樹木にヤマブドウ、サ

ルナシ、ツルアジサイが付着し、林床にはチシマザサ等が密生していることなどが記載されています。 

 2019 年（令和元年）の追加指定時にも基本的に 1921 年（大正 10 年）当時の指定理由が踏襲され、

「野幌原始林は、開拓によって消失した石狩平野の自然において遺存する唯一の原生的な針広混交林

である」と述べられています。また、追加指定地については「過去に伐採履歴があるものの、その後

の回復が良好であり、原生的な森林の拡大・回復において極めて重要な森林である」としています。 

 石狩平野にある天然記念物である円山原始林・藻岩原始林も、それぞれ原生的で特色ある森林を有

しています。これら二つの天然記念物の森林が基本的に落葉広葉樹林であるのに対し、野幌原始林は

トドマツを主要樹種の一つとしている点が大きく異なります。また、円山原始林、藻岩原始林がそれ

ぞれ山麓斜面に広がるのに対して、野幌原始林は緩やかな丘陵地にあり、森林景観において大きな違

いがあるだけでなく、丘陵地ならではの緩やかな沢地形や平坦部を含み、それぞれヤチダモやカツラ

などからなる湿性林、ハルニレ林といった特徴ある森林を形成しています。さらに、丘陵地を形成す

る火砕流堆積物の影響が強い場所にはミズナラ・コナラ林が見られ、これも円山原始林、藻岩原始林

にはない特徴となっています。特に平坦部のハルニレ林は巨木が多く、開拓前の石狩平野の森林を彷

彿とさせています。石狩平野で失われた潜在植生を検証・復元するうえで、もっとも参照されるべき

森林といえます。 

 野幌原始林は林業研究の場として位置づけられた経緯から、歩道の設置などの利用面の整備は進め

られてきていませんでした。このため、円山や藻岩山に比べて一般市民の知名度で大きく劣るものの、

原生林の保存という面においては結果的により徹底した管理が行われてきたといえます。 
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 （参照）指定時の調査報告の記載、追加指定時の記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）道内の森林植生の（特別）天然記念物 

 

 

 

 

 

 

 

  

天然紀念物調査報告（植物之部）三好学,1920. 史跡名勝天然紀念物調査報告,19:p8-11 

 本森林ハ石狩ノ平原ニ遺レル唯一ノ廣大ナ原生林ニシテ平坦ナル耕作地帯ノ中ニ此ノ如キ太古以来ノ原生状態ノ存在スル

ハ一大奇観ト云フベシ。本員ハ該試験場長林學博士新島善直氏ノ案内ニヨリテ林内ヲ視察セルガ内部ニハ緩キ高低アリテ低

處ハ幽邃ナル渓澗ヲ呈シ草木ノ發生特ニ盛ナリ。 

 森林ノ樹木ハ針葉濶葉兩類ニ捗リテ種類ニ富メルモ全林ヲ通ジテとどまつ最モ多ク、壮大ナル純林ヲ成セル處アリ。澗葉樹中

大木トナレルモノニハせんのき、かつら、みづなら、しなのき等アリ・叉〈り、こなら、いたやかへで、ほほのき、みづき、べにやまざくら、な

なかまど、こしあぶら等ノ混生スルヲ見ル。 

指定時（1921年）の記載 ※320ha 対象、1952年に特別天然記念物 

石狩ノ平野ニ遺レル唯一ノ原始林ニシテ樹種ハ針葉濶葉両類ニ互リ前者中ニハとどまつ最モ多ク後者中ニハせんのき、かつら、

みづなら、しなのき、いたやかへで、ほほのき等多シ樹幹ニハやまぶとう、さゝなし、のりのき等ノ蔓生植物纒繞シ樹下ニハねまがり、

ふき等密生ス 

（現代語訳）石狩平野に遺存する唯一の原始林で、針葉樹としてはトドマツが最も多く、濶葉樹【かつようじゅ】としてはハリギリ

（センノキ）、カツラ、ミズナラ、シナノキ、イタヤカエデ、ホオノキ等多く、それらの樹幹にはヤマブドウ、サルナシ、ツルアジサイ等のつ

る植物が繁茂し、樹下にはチシマザサ、アキタブキ等が密生する。原始林として代表的のものである。 

（特別）天然記念物名称 指定年 指定基準※ 植生・対象種 市町村

野幌原始林

円山原始林

藻岩原始林

登別原始林

幌満ゴヨウマツ自生地

女満別湿生植物群落

焼尻の自然林

ヒノキアスナロおよびアオトドマツ

自生地

沙流川源流原始林

大雪山

鶉川ゴヨウマツ自生北限地帯

歌才ブナ自生北限地帯

1921年 植物(2) （針広混交林） 北広島市

1921年 植物(2) 広葉樹林 札幌市

1921年 植物(2) 広葉樹林 札幌市

1924年 植物(2) 広葉樹林 登別市

1943年 植物(2) ゴヨウマツ 様似町

1972年 植物(2) 湿地林 女満別町

1983年 植物(2) 広葉樹林、イチイ 羽幌町

1922年 植物(2)(10) 江差町

1970年 天然保護区域 針葉樹林 日高町

1971年 天然保護区域 針葉樹林 上川町ほか

1928年 植物(10) ゴヨウマツ 厚沢部町

1928年 植物(10) ブナ 黒松内町

ヒノキアスナロ、アオト

ドマツ

※指定基準

植物（2）代表的原始林、稀有の森林植物相

植物（10） 著しい植物分布の限界地

追加指定時（2019 年）の記載  ※41.7ha に 20.2ha を追加指定 

 野幌原始林は、開拓によって消失した石狩平野の自然において遺存する唯一の原生的な針広混交林である。追加指定地

は、過去に伐採履歴があるものの、その後の回復が良好であり、原生的な森林の拡大・回復において極めて重要な森林である。 
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２ 森林環境の変化と追加指定地 

 野幌原始林は当初の指定から約 100 年が経過しています。その間、たびたび台風の影響を受け、そ

のたびにまとまった風倒木が発生してきました。野幌丘陵は、石狩平野の中に半島状に伸びた地形に

なっているため、強風の影響を受けやすい傾向があります。明治期には有用樹の育成を目的としてト

ドマツの人為的な増加が図られたことがありましたが、トドマツは広葉樹に比べて強風に弱いことも

あり、特に 1954 年（昭和 29 年）の洞爺丸台風によって甚大な風倒被害を受けました。また、風倒被

害地では倒木の引き出しが行われ、その後３林小班を除いて特別天然記念物の指定が解除されました。 

 その結果、野幌原始林では、特別天然記念物指定地の縮小と解除地の人工林化という変化が生じま

した。現在の指定地は、もともとトドマツが少なく広葉樹が多かったため、相対的に風倒被害が小さ

かったと考えられます。 

 現在も、当初から指定地となっている区画（既指定地）では、100 年前の指定当時とほぼ同様の樹

種構成を示すことに加え、極相的な林分、壮齢林、若齢林がパッチワーク状に混在しています。この

ことは、指定から約 100 年の間、森林が少しずつ姿を変えながらも、構成するほとんどの樹種で健全

な世代交代が行われてきたことをうかがわせています。このように、野幌原始林の森林が自律的な維

持機構を有していることも、特別天然記念物としての重要な資質の一つであると言えます。 

 追加指定地はそのほとんどが戦前まで農地として利用されており、森林は河道周辺のみにしか分布

していませんでした。しかしその後森林が再生し、現在では既指定地と大きく変わらないような森林

も部分的に見られます。この地域の多様な森林の構成要素であるミズナラ・コナラ林や湿性林も見ら

れ、自然の推移に委ねることで、多様で発達した森林になっていくことが期待されます。一方、追加

指定地には現在も風倒跡地を含む人工林や耕作放棄地も部分的に見られます。これらについては自然

林となっていくことに時間がかかることが予想されますが、今後の推移を見守り、適切な手助けをす

ることで、既存の森林と一体化した環境となることが期待できます。 
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図 2-6（1） 空中写真で見る対象区域の変遷 1947 年 （国土地理院タイルより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6（2） 空中写真で見る対象区域の変遷 1961-69 年 （国土地理院タイルより） 
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図 2-6（3） 空中写真で見る対象区域の変遷 1976 年 （国土地理院タイルより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2-6（4） 空中写真で見る対象区域の変遷 1984-86 年 （国土地理院タイルより） 
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図 2-6（5） 空中写真で見る対象区域の変遷 2020 年 （国土地理院タイルより） 

 

  


